<研究会報告>イスラームをどう教えるか by 塚原 直人 & Naoto Tsukahara







イスラー ムは、 西アジア文化圏として、 中国を中心とした東アジア文化圏と、 ヨ ー ロッパ文化圏
とともに掲げられている。 したがって、 構成上は、 三者とも対等な扱いとなっており、 イスラ ー






高校世界史において、 「ヨ ー ロッパ史偏重」はよく問われる問題である。このいわゆる「ヨ ー
ロッパ中心史観」は、 必ずしも配当ペ ー ジ数や時間数の偏りについてばかり言うのではない。 そ
れ以上に重要なのは、 「歴史用語」自体に、 ヨ ー ロッパからの視点が入り込んでいるのではない
かということであり、 さらに問題なのは、 このことに多くの人が気づかずに見落としている点で
ある。例えば、 「十字軍運動」について見ると、 ヨ ー ロッパの側から「十字軍」を見れば、 聖地
イェルサレムを奪回するために派遣された軍隊であり、 それは善のイメ ー ジて見られる。 しかし、
逆にイスラ ームの側からこれを見た場合、 「十字軍」は、 混乱のなかの一つの政冶勢力に過きな
かった。 「十字軍」は突然に攻めてきた、 しかも、 虐殺の限りをつくした。 したかって、 イス
ラームにしてみれば、 悪のイメ ー ジしかないのである。では、 日本ではどうだろうか。多くの場









に、 ヨ ー ロッパや中国と同等の情報量を確保することである。 しかし、 情報が増加しても、 それ
か政冶史や王朝変遷史に終始していては、 何にもならないのであり、 よりイスラ
ー ムの社会や文




イスラームは、 我々日本人にとってまたまた疎遠な地域てある。 したかって、 そのような地域
を指導する場合、 より生徒が接触しやすい形で行う必要かある。 例えは、 音楽を媒介としたり、
イスラームの生活・文化を切り□としたものが考えられる。 また、 世界史といった枠の中だけで
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※「山川」 ：山川出版社『詳説世界史』 「実教」 ：実敦出版『高校世界史』
「東書」 ：東京書籍 『世界史』 「清水」 ：清水書院『高等学校世界史』
※配当時間は、 各教科書のいわゆる「教師用指導書Jに従った。
（文責 MC内田）
-98-
． ．
